
1.定点把握対象疾患の発生動向
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２．集団発生状況　※栗原管内の過去２週間における保健所対応状況

3.栗原支所より
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急性呼吸器感染症（ARI)
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クラミジア肺炎（オウム病は除く）

細菌性髄膜炎（真菌性を含む）

マイコプラズマ肺炎

無菌性髄膜炎

マイコプラズマ肺炎（小児科）

川崎病

不明発疹症

施設区分

対応状況

水痘

手足口病

伝染性紅斑

突発性発しん

ヘルパンギーナ　*

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

感染症情報 性感染症検査の申

し込みはこちら

上段は圏域全体で一週間に診断した患者数 下段は一つの定点（医療機関）において一週間に診断した患者数

【 定点把握対象疾患の発生動向】※栗原管内を含む大崎管内
• 急性呼吸器感染症の発生が継続しています。

• インフルエンザ、新型コロナウイルス感染症、RSウイルス、咽頭結膜熱、A群溶血性レンサ球菌咽頭

炎、感染性胃腸炎、伝染性紅斑、突発性発しん、流行性耳下腺炎、マイコプラズマ肺炎が発生してい

ます。

【 感染症コラム～急性呼吸器感染症（ARI)】
• 急性呼吸器感染症(Acute Respiratory Infection：ARI)とは、急性の上気道炎（鼻炎、副鼻

腔炎、中耳炎、咽頭炎、喉頭炎）又は下気道炎（気管支炎、細気管支炎、肺炎）を指す病原体による

症候群の総称です。インフルエンザ、新型コロナウイルス、RSウイルス、咽頭結膜熱、A群溶血性レ

ンサ球菌咽頭炎、ヘルパンギーナなどが含まれます。

• 急性呼吸器感染症(ARI)は、飛沫感染等により周囲の方にうつしやすいことが特徴です。公衆衛

生対策の向上を目的として、新型コロナウイルス感染症の経験を踏まえ、今年度から【1】こうした

流行しやすい急性呼吸器感染症の流行の動向を把握すること、また、【2】仮に未知の呼吸器感染

症が発生し増加し始めた場合に迅速に探知することが可能となるよう、感染症法の５類感染症に

位置付けられました。

• 就業制限や登校制限の対象とはなりません。

• 基本的な感染症対策として、換気や手洗い・手指消毒、マスクの着用を含めた咳エチケットなどの

実施について、基本的な感染症対策の扱いに変更はありません。

【 集団発生状況 】※栗原管内
• 新たな集団発生はありません。

【 御連絡 】
• 先週から定点医療機関数が変更され、

感染症発生数は栗原を含む大崎管

内での報告となりました。

• 先週から新たに急性呼吸器感染症

（ARI)が報告疾患に追加されました。

• これまで併記していた警報、注意報

は国の新たな基準が示されるまで記

載しないこととしました。

• 発行を毎週木曜日から金曜日に変更

いたしましたのでご了解ください。

＊は急性呼吸器感染症（ARI)に含まれる感染症

感染症予防啓発


